
令和８年度第１回逗子市防犯推進連絡協議会次第 

 

日時  令和８年７月２日（木）  

14 時 30 分～16 時 00 分    

場所  逗子市役所５階 第４会議室  

 

１ 開  会 

 

２ 議  題 

（１）令和７年度事業結果報告 

（２）令和８年度事業予定 

（３）情報交換 

（４）その他 

 

３ 閉  会 

 

 

 

 

・配付資料 

 資料１：令和７年度事業報告書 

 資料２：令和８年度事業計画書 

 資料３：令和８年度協議会活動方針 

 資料４：刑法犯認知件数 

 資料５：市区町村別刑法犯発生率 

 資料６：特殊詐欺認知状況 

 資料７：逗子市防犯推進連絡協議会規約 

 資料８：情報交換（学校教育課） 

 

 

 

 



逗子市防犯推進連絡協議会委員名簿 

 

逗子市防犯協会 会長 山上 寿美 

逗子警察署地域防犯連絡所連絡協議会 会長 産形 洋 

逗子警察署 生活安全課 課長 森田 康道 

逗子市民生委員児童委員協議会 会長 産形 喜江 

ズシップ連合会 理事 伴 重夫 

逗子市ＰＴＡ連絡協議会 副会長 齊藤 慎一郎 

逗子市 教育委員会学校教育課 担当課長 長谷川 俊行 

逗子市 経営企画部防災安全課 課長 市川 勲 

（敬称略）  

 

事務局 

逗子市経営企画部防災安全課 主事 上池 弘起 

 



資料１ 

令和７年度逗子市防犯推進連絡協議会事業報告書 

 

 

実施日 事業名 内容 

６月 11日（水） 

14：30～16：00 

第１回逗子市防犯推進連絡

協議会開催 

令和６年度事業報告の説明

及び情報交換 

２月 16日（月） 

14：30～16：00 

第２回逗子市防犯推進連絡

協議会開催 

令和８年度事業計画及び令

和８年度協議会活動方針の

決定 

 

 

 

実施日 事業名 内容 

毎月 10日 防犯の日 
逗子市より防犯メールを送

信 

10月 11日（土） 

～ 

10月 20日（月） 

令和７年度全国一斉安全・安

心まちづくり旬間 

10月 15日（水） 

年金支給日：特殊詐欺撲滅キ

ャンペーン 

 



資料２ 

令和８年度逗子市防犯推進連絡協議会事業計画書 

 

実施予定日 事業名 内容 

７月２日（木） 
第１回逗子市防犯推進連絡協

議会開催 

令和７年度事業報告の説明

及び情報交換 

10月 11日（日） 

～ 

10月 20日（火） 

令和８年度全国一斉安全安心

まちづくり旬間 

・青パト活動 

・啓発活動 

２月 24日（水） 
第２回逗子市防犯推進連絡協

議会開催 

令和９年度事業計画の決定

及び情報交換 

 



資料３ 

 

令和８年度逗子市防犯推進連絡協議会活動方針 

 

 

基本方針 

市民一人一人の防犯意識の高揚 

 

防犯協会、地域防犯連絡所連絡協議会等をはじめとした当協議会参加団体

の活動の機会や防災・防犯メールを活用して、犯罪発生状況や防犯対策の情報

を提供し、市民一人一人に対する防犯意識の高揚を図る。 

自主防犯活動団体の活性化と連携の強化 

 

自主防犯活動団体が活動しやすいように犯罪情報の提供及び防犯グッズ等

の支援を行う。 

子ども・女性・高齢者等の生活弱者の被害防止 

 

子どもの公園や通学路の安全確保、路上での痴漢予防、高齢者に対する悪質

な点検商法や特殊詐欺などの被害防止の啓発を実施する。 

 



資料４

年 総数 凶悪犯 粗暴犯 盗犯 その他

H14 809 2 22 690 95 　

H15 776 9 28 602 137

H16 778 6 37 573 162 　

H17 642 5 32 472 133   

H18 507 0 31 347 129   

H19 415 2 38 281 94   

H20 453 2 35 304 112

H21 368 2 41 271 54

H22 439 2 39 318 80

H23 455 1 42 315 97

H24 363 5 40 264 54  

H25 336 10 31 241 41

H26 246 0 27 172 47

H27 361 0 27 263 71  

H28 325 1 33 218 73  

H29 308 0 28 189 91  

H30 233 0 26 143 64

R1 173 1 19 103 50

R2 158 0 17 93 48

R3 112 1 11 68 32

R4 190 2 18 126 44

R5 276 3 17 179 77

R6 263 1 23 160 79

R7 296 1 20 185 90

年
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H22

H23

H24
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R1
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R5

R6

R7 前回協議会資料から全国件数を更新50,059 774,142

2,269,293142,920

2,562,767183,148

1,826,833

98,216 1,714,001

93,369

2,790,136186,290

刑法犯認知件数

逗子市

その他には知能犯・風俗犯を含む。

 

 

 

神奈川県 全　　国
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資料5

市区町村別刑法犯発生率

人口：令和7年12月1日時点、認知件数：令和７年12月暫定値

市町村 人口 認知件数 発生率

1 大和市 246,501 1,840 746

2 寒川町 48,083 271 564

3 中井町 8,665 32 369

4 平塚市 257,871 1,734 672

5 海老名市 141,704 890 628

6 相模原市 711,850 4,530 636

7 開成町 18,710 105 561

8 厚木市 222,732 1,498 673

9 松田町 10,040 55 548

10 綾瀬市 82,984 455 548

11 小田原市 184,720 1,555 842

12 川崎市 1,561,563 8,256 529

13 逗子市 55,220 296 536

14 座間市 131,886 814 617

15 藤沢市 443,711 2,463 555

16 愛川町 39,015 158 405

17 箱根町 10,237 98 957

18 大井町 17,166 111 647

19 横浜市 3,753,908 18,925 504

20 茅ヶ崎市 244,612 1,343 549

21 三浦市 38,770 191 493

22 秦野市 161,775 714 441

23 横須賀市 364,427 1,348 370

24 伊勢原市 100,302 506 504

25 鎌倉市 169,599 840 495

26 二宮町 26,381 150 569

27 南足柄市 39,057 189 484

28 山北町 8,825 38 431

29 大磯町 30,419 119 391

30 葉山町 29,984 90 300

31 真鶴町 5,945 20 336

32 湯河原町 21,636 102 471

33 清川村 2,807 5 178

発生地不明 318

9,191,105 50,059 545



資料６

備考

年 認知件数 被害総額 認知件数 被害総額 認知件数 被害総額

H17 1,094 20億8,800万円 21,612 251億5,000万円

H18 1,008 19億9,200万円 19,020 251億4,000万円

H19 1,166 23億9,100万円 17,930 251億4,242万円

H20 1,988 31億5,700万円 20,481 275億9,439万円

H21 5 1,140万円 554 8億1,100万円 7,340 95億7,912万円
6月26日知事特別宣言

（条例31条）

H22 3 250万円 780 11億2,000万円 6,637 82億1,361万円

H23 6 950万円 846 19億2,600万円 6,233 110億1,958万円 　

H24 3 181万円 515 13億5,100万円 6,348 153億6,991万円

H25 7 1,560万円 1,340 41億2,300万円 9,223 259億  996万円

H26 9 2,190万円 1,392 42億3,200万円 11,257 375億7,134万円 　

H27 11 1,730万円 993 32億7,694万円 12,762 390億4,799万円 10月21日知事特別宣言

H28 14 5,290万円 1,285 40億6,600万円 14,151 406億3,000万円  

H29 29 4,700万円 2,314 53億400万円 18,212 394億7,000万円 　

H30 15 4,700万円 2,604 57億9,800万円 16,496 363億9,430万円

R1 16 4,200万円 2,790 50億7,200万円 16,851 315億8,294万円

R2 9 2,100万円 1,773 33億9,200万円 13,550 285億2,000万円

R3 9 2,300万円 1,461 25億8,400万円 14,498 282億0,000万円

R4 10 1,700万円 2,089 43億4,700万円 17,570 370億8,135万円

R5 28 5,400万円 2,024 45億7,000万円 19,038 452億5,643万円

R6 20 1億2,400万円 1,999 65億5,800万円 21,403 721億 5199万円

R7 40 1億1,300万円 2,479 135億4,100万円 27,832 1423億 949万円 前回協議会資料から全国件数・被害総額を更新

神奈川県 全国逗子市

特殊詐欺認知状況

被害額は概算



資料 7 

 

逗子市防犯推進連絡協議会規約 

 

（名称） 

第１条 本会は、逗子市防犯推進連絡協議会（以下「協議会」という。）という。 

（目的） 

第２条 協議会は、市民、地域団体、事業者、行政機関等（以下「団体等」と

いう。）が連携・協働して安全・安心なまちづくりを推進することにより、犯

罪のない安全で安心して暮らすことができる逗子市の実現を目的とする。 

（事業） 

第３条 協議会は、前条の目的を達成するため、次の事業を実施する。 

 (1) 安全・安心まちづくりに関する情報の交換及び連携の強化に関すること。 

 (2) 自主防犯活動の推進に関すること。 

 (3) 安全・安心まちづくりの普及及び啓発に関すること。 

 (4) 犯罪の防止に配慮した環境整備の促進に関すること。 

 (5) その他協議会の目的を達成するために必要な活動に関すること。 

（構成） 

第４条 協議会は、協議会の目的に賛同する団体等の委員で構成する。 

２ 協議会に加入又は退会する団体等は、その旨を文書にて会長に届け出るも

のとする。 

３ やむを得ない事由により会議に出席できない委員については、構成団体等 

 に属する他の者が代理で出席し、その審議に加わることができる。 

（役員） 

第５条 協議会に次の役員を置く。 

 (1) 会 長  １名 

 (2) 副会長  若干名 

２ 役員の職務は、次に掲げるとおりとする。 

 (1) 会長は、協議会を代表してその運営にあたる。 

 (2) 副会長は、会長を補佐するとともに、会長に事故あるとき、又は会長が 

  欠けたときは、その職務を代理する。 

３ 会長は、協議会において選任し、副会長は会議の同意を得て、会長が指名

する。 

４ 役員の任期は、3年とする。ただし、再任を妨げない。 

（顧問） 

第６条 協議会に顧問を置き、顧問は協議会の運営に関し必要な助言を行う。 

２ 顧問は、逗子警察署長及び逗子市長とする。 

 



資料 7 

 

（会議等） 

第７条 協議会の会議は会長がこれを招集する。 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 会議の議長は、会長又は会長があらかじめ指名した者があたる。 

４ 会議の議事は、出席委員の総意により行う。 

５ 協議会は、毎年２回開催する。ただし、会長が特に必要と認めるときは、

臨時に開催することができる。 

（議決事項） 

第８条 次の事項は、協議会の議決を経なければならない。 

 (1) 活動方針（基本方針）に関すること。 

 (2) 事業計画に関すること。 

 (3) 規約の改廃に関すること。 

 (4) その他協議会の運営に関する重要な事項に関すること。 

２ 協議会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議

長の決するところによる。 

３ 会長は、必要があると認めるときは、会議に構成団体等以外の者の出席を

求め、その意見を聞くことができる。 

（事務局） 

第９条 協議会の庶務は、この協議会の事務分掌を所管する課等に置く。 

（その他） 

第 10条 この規約に定めのないものについては、会長が協議会役員に諮って定

める。 

 

附 則 

この規約は、平成 20 年８月 14 日から施行する。 

附 則 

この規約は、平成 21 年 7 月 3 日から施行する。 

附 則 

この規約は、平成 30 年 6 月 6 日から施行する。 

 

 



資料８ 

情報交換の内容等 

○不審者対応訓練の実施 

各学校、毎年不審者対応の避難訓練を行い、児童生徒の避難や教職員の対応等を確認

している。 

 

○通学路安全対策について 

通学路における安全を交通安全と防犯の両方の視点から確認し、危険個所を提出してもら

っている。毎年６月に教育委員会から学校を通し、各小学校 PTA の校外委員等へ提出をお

願いしている。出された要望については、県土木事務所、逗子警察生活安全課並びに交通

課、市役所環境都市課並びに都市整備課、防災安全課、子育て支援課、保育課、学校教育

課が参加する打合せ会の中で分担が確認され、対応を回答することになっている。 

 

○マチコミによる情報共有 

保護者への連絡ツールは、これまでマチコミとまなびポケットの２つを併用していたが、昨年

度末にマチコミに一本化した。不審者情報や命にかかわる緊急情報は【重要】というラベルを

付けて配信することになっている。 

 

○令和 8年度市内小・中学校の様子 

中学校において刃物を持ち込む案件あり。逗子警察生活安全課へお知らせしたうえで、学

校にて現在対応中。 

児童同士の暴力やトラブルはいくつか報告を受けているが、非行や犯罪行為につながるよ

うな案件は特になし。 

 


